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これまでの活動実績

佐賀県合同輸血療法委員会は2010年度に活動を開始し、厚生労働省「血液製剤使用適正化調
査研究事業」の助成により調査研究活動を行ってきた。
「佐賀県内のすべての輸血医療実施施設に輸血療法委員会を設置させるための研究」
「院内輸血療法委員会設置推進用パッケージを用いた包括的輸血療法支持体制の整備」
「合同輸血療法委員会による輸血療法支援ネットワーク体制の構築」

具体的取り組みとして、
（１）院内輸血療法委員会設置推進用パッケージの作成と配布
（２）小規模施設の支援対策として輸血関連検査の教育用DVDの作成
など、佐賀県内の輸血医療上の技術や知識の均てん化、輸血後副反応の管理などの支援体制
の整備を行ってきた。
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【背景と研究の目的】

1. COVID-19感染症拡大は、これまで当たり前であった医療機関間の連携を遮断し、医療情報の共有
を困難にした。特に輸血医療のような専門性の高い医療活動が強く影響を受けることになった。

2. 小規模医療機関や在宅における輸血医療の実施体制については、拠点病院と小規模医療機関あるい
は在宅医療との密な連携が必須であるが、実際は施設ごとの方針にゆだねられているのが実情であ
る。

そこで今回の調査研究事業では

1. 輸血製剤使用状況調査と小規模医療機関における拠点病院との医療連携状況の実態把握
2. 佐賀大学病院におけるピカピカリンクの利用状況と輸血実施患者におけるピカピカリンクによ

る医療連携状況について調査
3. 輸血医療連携におけるピカピカリンクの利活用推進

を活動目標とした。
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コロナ禍における血液製剤の使用状況
（アンケート調査結果より）

アンケート調査依頼医療機関：138施設
アンケート回答医療機関：67施設 回答率：48.5％
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【困った点】
・新型コロナウイルス患者の使用済み輸血用血液製剤バッグの回収
・手術準備のため貯血の自己血が手術延期に伴い、廃棄となる事例が発生した。
・RBCの期限切れ廃棄が例年より少し多い印象があった。通年A型の期限切れ廃棄はあまりないが発
生した。

・血小板の発注に対し納品まで時間を要することが多かった。
・手術件数減少のため、血液製剤の手配・調整に苦慮した。
・輸血用血液製剤の受け渡しについて、困った。

コロナ禍における輸血医療において、困った点や工夫した業務方法等について

【工夫した業務】
・規定在庫数を変動させ、必要時は戻すなど状況に合わせた運用を行った。
・血小板は事前発注や確保を行うため、使用頻度の高い血液内科医師に輸血の可能性も含めたオ
ーダーを行っていただくように依頼した。（但し、確保については臨床も製剤管理する側も煩雑に
感じた。）

・院内の輸血療法委員会の開催について、院内でオンライン開催が出来る環境が整っていなかった
ため、書面開催にて開催している
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佐賀県診療情報地域連携システム
（ピカピカリンク）を用いた
輸血関連情報の連携
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実績報告（２）
佐賀県診療情報地域連携システム（ピカピカリンク）

による医療情報の連携

• 佐賀県診療情報地域連携システム協議会への協力依頼
• ピカピカリンク広報および利活用推進のための動画配布
• 輸血実施医療機関へのピカピカリンク利活用推進依頼
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今後の活動に向けて

電子カルテ情報の開示範囲が限られている 輸血医療の標準化・均霑化

• 血液製剤の使用指針
• 輸血実施手順
• 輸血実施記録
• 副作用対応ガイド
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